
大
会
で
は
、
東
日
本
大
震
災

や
豪
雨
・
豪
雪
な
ど
の
自
然
災

害
に
対
す
る
現
場
体
制
の
不
備

是
正
や
給
与
削
減
法
案
撤
回
を

求
め
た
「
要
求
支
持
署
名
」
を
、

短
期
間
の
取
り
組
み
で
全
支
部

が
目
標
を
達
成
し
、
団
体
交
渉

で
官
房
長
が
「
業
務
執
行
体
制

改
善
の
要
求
は
皆
さ
ん
の
話
を

良
く
聞
き
た
い
」
と
回
答
す
る

な
ど
、
職
場
の
声
を
大
事
に
し
、

要
求
、
運
動
し
て
い
く
こ
と
の

重
要
性
が
改
め
て
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、「
出
先
機
関
廃
止
」「
ブ

ロ
ッ
ク
単
位
で
の
地
方
移
譲
」

反
対
の
運
動
で
は
、
東
日
本
大

震
災
や
そ
の
後
の
台
風
１
２
号

災
害
な
ど
で
、
地
方
整
備
局
が

国
の
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
中
、
地
方
議
会
請
願
・
首

長
懇
談
会
を
精
力
的
に
取
り
組

み
、
九
州
支
部
で
は
、
旧
全
建

労
と
協
力
し
、
九
州
全
地
方
議

会
の
四
〇
％
を
超
え
る
議
会
で

請
願
採
択
を
実
現
し
、
「
九
州

広
域
連
合
」
の
お
膝
元
で
整
備

局
廃
止
反
対
の
運
動
が
広
が
っ

て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。各

地
で
首
長
や
議
会
と
の
懇

談
の
中
で
、
職
員
が
災
害
対
応

・
復
旧
の
最
前
線
で
活
躍
す
る

姿
が
、
各
自
治
体
の
首
長
な
ど

か
ら
評
価
を
受
け
、
私
た
ち
の

活
動
や
主
張
が
支
持
を
広
げ
て

い
る
こ
と
も
多
く
の
支
部
か
ら

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

仕
事
や
職
場
の
問
題
で
は
、

近
年
入
札
制
度
の
相
次
ぐ
変

更
、
過
度
の
説
明
資
料
や
、
中

に
は
幹
部
の
「
個
人
的
趣
味
」

と
も
思
わ
れ
る
資
料
、
仕
事
の

や
り
方
な
ど
で
本
来
業
務
は
そ

っ
ち
の
け
で
長
時
間
・
過
重
労

働
に
追
わ
れ
て
い
る
実
態
が
出

さ
れ
、「
も
っ
と
国
民
目
線
で
、

住
民
に
役
立
つ
仕
事
と
定
時
に

帰
れ
る
よ
う
な
職
場
環
境
を
」

な
ど
の
切
実
な
実
態
が
出
さ

れ
、
今
後
、
災
害
時
の
体
制
整

備
、
処
遇
改
善
の
要
求
と
あ
わ

せ
、
こ
の
面
で
の
運
動
強
化
を

確
認
し
ま
し
た
。

組
織
で
は
残
念
な
が
ら
、
昨

年
大
会
時
を
回
復
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
職
場
で
の
存
在
感

を
い
っ
そ
う
広
げ
、
早
期
に
六

〇
〇
名
組
織
を
達
成
す
る
と
共

に
、
七
〇
〇
名
組
織
を
展
望
し
、

ま
た
、
賃
金
・
退
職
金
削
減
な

ど
攻
撃
が
大
規
模
化
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
要
求
実
現
の
た
め
、

国
公
労
連
と
の
連
携
、
オ
ブ
加

盟
の
検
討
な
ど
も
進
め
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
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＝第１５回定期全国大会＝

「厳しい局面を打破し、新たな前進を確認」
岡村委員長・山本事務局長を再選

国
土
交
通
省
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
は
、
五
月
二
六
・
二
七
日
の
両

日
、
愛
知
県
豊
橋
市
「
ホ
テ
ル
シ
ー
パ
レ
ス
リ
ゾ
ー
ト
」
に
お
い

て
、
第
一
五
回
定
期
全
国
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
代
議
員
・
役
員
・
来
賓
・
傍
聴
者
な
ど
七
九
名
が

参
加
し
、
こ
の
一
年
間
の
運
動
の
総
括
と
今
後
一
年
間
の
運
動
方

針
な
ど
を
満
場
一
致
で
採
択
し
、
岡
村
委
員
長
を
は
じ
め
と
す
る

新
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

出
先
機
関
廃
止
反
対
、
職
場
・
直
轄
守
れ
の
大
運
動

地
域
か
ら
反
撃
の
大
き
な
う
ね
り

６
級
昇
格
な
ど
処
遇
改
善
、

過
重
労
働
解
消
を

２０１２年度 国交管ユニオン 中央本部役員
役 職 氏 名 年齢 新再 出身・勤務先

委員長 岡村 昌美 ５８ 再 近畿 兵庫国道管理第１課長

副委員長 中山 幸男 ６１ 再 関東 専従

副委員長 飯田 繁 ５８ 新 地理 応用地理部応用地図課長

副委員長 塩冶 康人 ５２ 新 中部 豊橋河川 豊川出張所長

副委員長 河野 健次 ５５ 再 近畿 大和川河川 用地１課長

副委員長 安藤 勇 ５２ 再 関東 大宮国道 熊谷国道出張所長

副委員長 神野 隆司 ５３ 再 九州 大隅河川国道 工務第２課長

事務局長 山本 敏一 ５６ 再 北陸 飯豊山系砂防 調査・品質確保課長

事務局次長 坂内 亮 ６４ 再 関東 専従

事務局次長 羽切 正好 ５６ 再 中部 富士川砂防 富士宮砂防出張所長

事務局次長 田中 龍也 ５４ 再 近畿 姫路河川国道 第１維持出張所長

執行委員 大槻 金二 ５９ 再 東北 仙台河川国道 石巻国道維持出張所長

執行委員 高橋 昭一 ５７ 再 北陸 阿賀川河川 工務課長

執行委員 上林喜美夫 ５７ 再 関東 京浜河川 新横浜出張所長

執行委員 海野 鐘弘 ５６ 再 中部 木曽川下流河川 弥富出張所長

執行委員 山本 健二 ５４ 再 近畿 大和川河川 品質確保課長

執行委員 牛尾 正孝 ５７ 新 中国 広島国道事務所 品質確保課長

執行委員 神前 巌 ５１ 新 四国 徳島河川国道 日和佐国道出張所長

執行委員 坂井 泰博 ５１ 再 九州 熊本河川国道 工務第２課長

執行委員 川本 利一 ５８ 新 地理 企画部防災推進室長

会計監査 川崎 光廣 ５８ 新 中部 静岡河川 管理課長

会計監査 小林 治 ５０ 再 関東 北首都国道 経理課長

事務局員 太田徹信 ６７ 再 関東 本部

事務局員 山守隆 ６２ 再 関東 渡良瀬川河川 再任用

組
織
を
拡
大
し
、

攻
撃
に
歯
止
め
を



一
面
紹
介
の
よ
う
に
、
全
国

大
会
で
は
整
備
局
の
地
方
移
譲

に
反
対
す
る
意
見
書
採
択
の
運

動
が
各
支
部
か
ら
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

四
国
高
知
県
で
は
三
四
自
治

体
中
三
三
自
治
体
で
採
択
さ

れ
、
地
域
自
治
会(

四
万
十
市)

か
ら
事
務
所
存
続
の
署
名
運
動

が
行
わ
れ
る
な
ど
の
動
き
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
畿
福
井
県
で
も
自

治
体
自
ら
意
見
書
を
あ
げ
る

（
大
野
市
）
動
き
も
報
告
さ
れ
、

九
州
や
関
西
広
域
連
合
の
足
元

か
ら
反
対
の
動
き
が
広
が
り
、

大
会
時
点
で
集
約
さ
れ
た
自
治

体
か
ら
の
意
見
書
は
五
〇
〇
を

超
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
運
動
も
反
映
し
、

３
月
に
は
「
地
方
を
守
る
会
」

が
発
足
し
、
今
で
は
四
八
九
の

自
治
体
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
自
治
体
の
動
き
を

受
け
、
全
国
市
長
会
は
６
月
６

日
に
国
の
出
先
機
関
に
関
す
る

決
議
（
下
記
）
」
を
採
択
、
さ

ら
に
６
月
１
８
日
に
も
「
国
の

出
先
機
関
改
革
の
関
す
る
意

見
」
を
発
表
し
、
移
譲
の
全
体

像
や
財
源
措
置
が
不
明
確
な
こ

と
を
指
摘
し
、
改
め
て
拙
速
な

結
果
の
押
し
つ
け
を
や
め
、
基

礎
自
治
体
と
の
十
分
な
協
議
、

十
分
な
検
討
を
要
請
し
て
い
ま

す
。

明
ら
か
に
な
っ
た
移
譲
法
案

は
、
移
譲
の
対
象
を
地
方
整
備

局
、
経
済
産
業
局
、
地
方
環
境

事
務
所
と
し
、
移
譲
で
き
る
主

体
は
「
２
以
上
の
都
道
府
県
が

加
入
す
る
広
域
連
合
で
、
移
譲

対
象
機
関
の
管
轄
区
域
を
包
括

す
る
も
の
（
例
外
が
あ
る
場
合

は
政
令
で
定
め
る
）
並
び
に
北

海
道
及
び
沖
縄
県
」
と
し
て
い

ま
す
。

移
譲
を
受
け
よ
う
と
す
る
広

域
連
合
等
は
該
当
す
る
市
町
村

の
意
見
を
聞
い
た
上
、
議
会
の

議
決
を
受
け
、
「
事
務
等
移
譲

計
画
」
を
策
定
、
総
理
大
臣
は

こ
れ
を
認
定
、
対
象
機
関
の
事

務
、
人
員
等
が
移
譲
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

認
定
を
受
け
た
広
域
連
合
が

解
散
ま
た
は
管
轄
区
域

を
包
括
し
な
く
な
っ
た

と
き
は
認
定
の
効
力
を

失
う
と
し
て
い
ま
す
。

職
員
の
引
き
継
ぎ
で

は
認
定
を
受
け
た
と
き

「
別
に
辞
令
を
発
せ
ら

れ
な
い
限
り
、
事
務
等

が
移
譲
さ
れ
た
日
に
於

い
て
、
当
該
広
域
連
合

等
の
相
当
の
職
員
に
な

る
」
と
し
、
処
遇
は
、

「
給
与
、
休
暇
、
服
務

に
つ
い
て
は
、
移
管
先

の
条
例
等
に
よ
る
」
と

し
て
、
退
職
手
当
の
取

り
扱
い
の
他
は
法
案
上

明
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

現
在
広
域
連
合
が
組
織
さ
れ

て
い
る
の
は
関
西
、
九
州
で
、

中
国
、
四
国
が
手
を
上
げ
て
い

ま
す
が
、
関
西
は
奈
良
が
入
っ

て
お
ら
ず
、
中
国
、
四
国
は
整

備
局
の
移
譲
を
希
望
し
て
い
ま

せ
ん
。

こ
の
法
案
に
よ
れ
ば
、
整
備

局
は
直
轄
と
広
域
連
合
に
分
け

ら
れ
、
広
域
連
合
の
中
に
は
受

け
取
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、

さ
ら
に
認
定
を
受
け
た
広
域
連

合
が
効
力
を
失
っ
た
場
合
は
ま

た
国
に
戻
る
、
そ
の
た
び
に
職

員
も
行
っ
た
り
来
た
り
と
な

る
。
こ
ん
な
組
織
に
ま
と
も
な

仕
事
が
出
来
る
で
し
ょ
う
か
、

ま
た
、
職
員
も
安
心
し
て
職
務

に
専
念
で
き
る
で
し
ょ
う
か
！

国
民
の
生
命
･
財
産
を
守
り
、

国
土
建
設
の
将
来
を
ま
と
も
に

考
え
た
も
の
と
は
と
て
も
思
え

ま
せ
ん
。
法
案
を
撤
回
し
、
ま

さ
に
一
か
ら
出
直
す
べ
き
で

す
。

移譲法案の閣議決定出来ず！！

拙速･協議無し･災害対応不安､市町村猛反発
しかも法案はまともな行政体の形ち無し

政
府
は
６
月
８
日
の
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
推
進
委
員
会
」
で
、
出
先

機
関
の
移
譲
法
案
（
国
の
特
定
地
方
行
政
機
関
の
事
務
等
の
移
譲
に
関
す

る
法
律
案
）
を
確
認
、
１
５
日
の
閣
議
決
定
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
日
の
閣
議
決
定
が
出
来
ず
、
先
送
り
と
な
り
、
今
国
会
で
の

法
案
成
立
は
ほ
ぼ
頓
挫
、
「
２
４
年
度
法
案
成
立
、
２
６
年
度
移
行
」
の

方
針
も
不
透
明
な
状
況
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

６
月
１
６
日
付
日
経
新
聞
は
「
出
先
機
関
、
地
方
移
管
に
暗
雲
」
「
市

町
村
の
反
発
強
く
」
と
見
出
し
を
掲
げ
、
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
理
由
は
「
民

主
党
の
反
対
と
自
治
体
の
足
並
み
の
乱
れ
」
と
し
て
い
ま
す
が
、
「
市
町

村
が
反
発
し
た
こ
と
が
党
内
の
反
対
論
が
勢
い
づ
い
た
」
と
、
地
域
･
草

の
根
か
ら
の
反
対
の
運
動
、
意
見
が
閣
議
決
定
を
先
送
り
に
追
い
込
み
、

「
分
権
論
議
、
一
か
ら
出
直
し
を
（
日
経
新
聞
）
」
の
状
況
を
作
っ
た
こ

と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

６
月
議
会
で
も
引
き
続
き
地
方
自
治
体
の
請
願
採
択
が
行
わ
れ
、
整
備

局
移
管
反
対
の
支
持
は
一
層
広
が
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
バ
ネ
に
政
府

に
法
案
提
出
断
念
、
国
民
本
位
の
整
備
局
充
実
の
運
動
を
一
層
発
展
さ
せ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

五
〇
〇
を
超
え
る
自
治
体
で
意
見
書
採
択

全
国
市
長
会
は
改
め
て
決
議
・
意
見
表
明

第８回管理職員等
アンケートを取り組みます。
＝今回も絶大なご協力をお願いします。＝
６月末から８月中旬にかけて第８回管理職員等アン

ケートを実施します。 今回は仕事の問題、整備局移

譲、再任用などが中心です、

是非ご協力をお願いします。

対
象
機
関
は
地
方
整
備
局
、
経
済
産
業
局
、
地
方
環
境
事
務
所

職
員
は
自
動
的
に
広
域
連
合
に


